
多様なつながりが育む、未来を担うこどもたちの力
～地域とともに歩む学校づくりの実践～

第２分科会 「キャリア教育の視点」

発 表 者 仙台市立荒巻小学校学校運営協議会 会長 阿部 淳市
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地域の良さや課題について、大人もこど
もも一緒に熟議を行う場が学校運営協
議会にある。 こどもたちは、自分たちの考
えを学校運営協議会の委員を中心とした
地域住民や保護者と話すことで、大人の
考えにふれ自らを振り返る。
熟議に参加した学校運営協議会の委
員は、熟議後、大人だけで児童の話合い
の様子を振り返り、児童の学びの状況を
共有し、児童への今後の学習の支援の
在り方を話し合う。大人にとっても地域を
見つめる機会となり新しい発見もある。ま
た、つながりや共有の思いも生まれる。
６年生が主催する「あらまつり」は、総合
的な学習の時間の地域学習を生かした
児童・地域住民・保護者の活動の場であ
り、児童の学習を核として、学校運営協
議会を窓口に、地域のコミュニティと保護
者のコミュニティがゆるやかにつながりなが
ら、児童は地域の一員として学びを得て
いる。

仙台市立荒巻小学校（荒巻小学校運営協議会）基本情報

学校所在地 児童生徒数
学校運営協議会 地域学校協働活動

推進員数設置年度 委員数 年間開催回数

宮城県仙台市 ３８２名 令和４年度 １１名 ４回 ９名

夢を持って、やさしく、かしこく、たくましく生きる児童の育成 ～笑顔あふれる楽しい学校・地域とともに～

学校教育目標

総合的な学習の時間の
児童の学習に、学校運営
協議会の委員をはじめと
する地域の大人が関わり
を持っている。
「拡大学校運営協議
会」では、大人もこどもも
一緒に熟議を行う。
地域諸団体や歴代PTA
会長、学校支援地域本
部を核として、小学校に愛
着を持ってこどもたちの学
習支援や見守りに大変協
力的である。

学校運営協議会の概要学校・地域の特徴

・スポーツ育成会会長
・前・現PTA会長
・学校支援地域本部

スーパーバイザー
・町内会連合会会長
・民生委員児童員協議会会長
・同窓会会長
・会社代表取締役
・マイスクール児童館館長

委員の構成

・新しく来た人、元から住んでい
る人と活発で気軽に関わって
いくまち
・人と人とのつながりを大切にし、
大人だけでなくこどもも楽しく
暮らせるまち
・イベントを通して年齢に関係な
く住民たちの交流が深まるま
ち

これまでの主な議題例

組織図

地域学校協働活動の
特徴的な取組や工夫など
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学校支援地域本部
（地域学校協働本部）

学校運営協議会

体育振興会

社会福祉協議会町内会連合会

スポーツ育成会

赤十字奉仕団

民生委員児童委員協議会

まちづくり委員会

同窓会おやじの会 地域商店・会社

PTA

マイスクール児童館

PTA顧問有志の会

市民センター

交通指導隊
連携・協働



荒巻小学校学校運営協議会委員1

・スポーツ育成会会長
・町内会連合会会長
・民生委員児童員協議会会長
・交通指導隊副隊長
・コンサルタント会社代表

委員の構成

組 織
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体育振興会

社会福祉協議会町内会連合会

赤十字奉仕団

民生委員児童委員協議会

ー荒巻まちづくり委員会ー

・前・現PTA会長
・学校支援地域本部スーパーバイザー
・同窓会会長
・マイスクール児童館館長

学校で支えている人たち地域で支えている人たち

学校支援地域本部
（地域学校協働本部）学校運営協議会

スポーツ育成会同窓会

おやじの会PTA

マイスクール児童館

PTA顧問有志の会

市民センター 交通指導隊

連携・協働

学校ボランティア防犯巡視員読み聞かせボランティア



「拡大学校運営協議会」の様子2
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学校運営協議会・打合せ

１ 5月 ◦事前打合せ

6月 ◎学校運営協議会

２ 8月 ◎学校運営協議会
◦地域団体協力依頼

9月 ◦PTA分科会
◦小打合せ
◦地域団体分科会

10月 ◦小打合せ
◎あらまつり
◦分科会

３ 12月 ◎学校運営協議会

４ 2月 ◦事前打合せ
◎拡大学校運営協議会
◦事後検討・協議

「拡大学校運営協議会」の様子

◎は定例会議



学校教育目標とキャリア教育3
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フィールドワークやインタビュ
ーなどを通して、地域の良
さや課題を深く見つめる力
を養う。

地域課題の解決、地域
活性化イベントの企画・運
営により、こどもたちが自ら
考え行動する力を育む。

地域課題の解決を考える
過程で、将来を見通す力
を養い、未来への展望を
育てる。

多世代の地域や保護者などの大
人とも協働に学び、望ましい人間
関係を築き、考えや気持ちを適
切に伝え合う力を育む。

地域を調べ得た情報や分
かったことについて、情報を
自ら正しく理解し、活用す
る力を育む。

「仙台自分づくり教育」 ーこどもたちの社会的・職業的自立に必要な力を育むことを目的とした教育ー

１ みつめる力 ３ みとおす力

４ かかわる力 ５ いかす力

２ うごく力

本校のキャリア教育 「仙台自分づくり教育」 で育む５つの力

学校教育目標

夢を持って、やさしく、かしこく、たくましく生きる児童の育成
～笑顔あふれる楽しい学校・地域とともに～



地域を見つめ・学ぶ「荒巻元気アップ作戦」4

6

５・６年生総合的な学習の時間

解決に向かって実行する

課題を発見する地域の現状を学ぶ

５・６年生が総合的な学習の時
間に地域の歴史や現状について現
地に足を運び、調査、見学をして理
解を深める。

地域の良い点や課題を見付け、
「荒巻を元気にするにはどうすればよい
か」を真剣に考え、様々な意見を交換
する。

自分たちに何ができるかを考え総合的な学習の時間に実践に移す。
自分たちの取組を生かした地域活性イベントを企画・運営し、学びを形にする。

１ ２

３



５年生での地域学習５
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こどもたちの課題意識１６
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「荒巻地区に住みたい」と
全員が思っているわけで
はない

フェスを開催したので、
楽しいなと思う人が増え
るのではないか



こどもたちの課題意識２７
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『具体案』

→荒巻商店街の出店

『６年生の提案』

→荒巻商店街の人気商品を売って、購入者へクーポンを

渡すと・・・

『荒巻にある商店で沢山の人が交流できる町』



大人たちの入念な打合せ８
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「拡大学校運営協議会」 課題ごとのグループで話合い９
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こどもたちへの励まし10
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大人たちの学び11
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6年生主催の「あらまつり」12

14



「あらまつり」13
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経験14
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イメージマップ15
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ふかぼり16

18



課題意識から活動へ17
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まちづくりへの思いを形にする「あらまつり」18
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R7あらまつり写真 R7あらまつり写真

R7あらまつり写真R7あらまつり写真



顔の見える関係19

21

R7あらまつり写真 R7あらまつり写真

R7あらまつり写真R7あらまつり写真



「あらまつり」を通じた学び20
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こどもたちの主体的な取組

・幅広い年代が楽しみ、地域課題に取り組む内容のイベントとして企画。
・拡大学校運営協議会として熟議の場で自らの思いや考えを説明。
・自分たちだけでは限界があることを理解し、地域や保護者に自分たちの考
えを聞いてもらい、大人の見方や意見を求めた。
・まつりの出店などは、地域や保護者の協力を得て地域にとってより良いもの
にしようとした。
・企画から運営まで責任を持って取り組み、主体性と責任感を育んだ。

・６年生が主体となって学校と地域と保護者が一体となった学習になった。
・こどもたちと地域の人の考えを互いに知る場になった。
・地域住民と協力し、荒巻地区の魅力と課題について共に考える機会になっ
ている。

地域との協働



成果1（こどもたちの成長）21
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１ 創造力と企画力
 地域の課題を見付け、課題を解決するための具体的なアイデアを生み出す力が育った

２ コミュニケーション能力

多世代との対話と通じて、自分の思いを伝え、相手の立場を理解する力が育まれた

３ 地域愛と責任感
     地域を愛し、将来この地域を担う人材としての自覚と責任感が育まれた

〈主体性を持った取組から〉

〈協働から〉

１ 自己理解の深化
 自分たちの力だけでは実現できないことを素直に認める謙虚さを身に付けた

２ 他者との協力
 周囲を巻き込み、協働することの大切さを実体験をとおして学んだ

３ 社会性の獲得
 地域社会の一員として、他者と協力して目標を達成する貴重な経験を積んだ



成果2（こどもたちの成長）22
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〈こどもたちの声〉

これからも地域との距離感を縮める
ことができるよう努力したい

修正など一人では全てできないの
で協力が大切だと学びました

課題について考えるということを
学んだ

自分で考えた経験を社会に出たと
きに生かしたい

他の人の意見や考えに耳を傾ける
ことが大切だと気付いた

私たちこどもたちだけでは、実現不
可能なことがたくさん出てきた。

どんな思いを持って活動しているの
か、何に困っているのかという大事

な話をした

〈その他の成長〉令和７年度の全国学力学習状況調査より

１ 「自分と違う意見について考えることを楽しんでいる児童」 （全国平均+5％）

２ 「総合的な学習の時間に課題を立て調べ発表する学習に取り組んでいる児童」
（過去３年間全国平均+5～15％）



成果３（学校・地域・保護者の成長）23
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１ 他者理解の深化
地域の状況や児童・地域住民・保護者の考えが鮮明になり、互いの立場や考え方への理解が深まった。

２ 持続可能な支援
学校や地域をよく知る学校運営協議会が、様々な活動の窓口となることで、教職員の異動があっても地
域連携や学校支援活動が途切れることなく、より持続可能な教育活動ができた。

３ 情報提供
地域の情報が活発に提供され、学校の活動に地域人材が積極的に活用されたり、考えや思いが反映さ

れ改善や発展が図られるようになった。

〈学校運営協議会〉

〈地域・保護者の声〉

地域を活性化する取組がすてき
我が子も6年生で経験させたい

たくさんの地域の人とのつながりを大
事にしているのがこどもたちを通して

伝わります

先生方と地域の方々の協力がとて
もよかったです

こどもたちの総合的な学習の時間のねらいを大人
がどれくらい共有しているか検証する必要がある

6年生には学びが一人一人あった。学習のね
らいを大人が感じながらやっていければよい



課題 ーともに学び成長し続けることー24
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２ 未来を担う人材育成
多様なつながりの中で学び支え合う経験を大切にする

３ 地域の成長はこどもとともに
主体的な学びを応援。こどもを地域で育み、地域はこどもと共に成長する視点を持ち続けること

１ 地域全体でする教育
学校運営協議会がこどもたちと地域をつなぐ窓口となって、こどもたちを地域全体で育てる環境を整える  

〈学校運営協議会〉

〈教職員の声〉

1 継続には意義、マンパワーなどの共通理解が必要。何を大切にして、何を削っていくかの検討
がいる

2 転勤がある職場であり、町内を理解している人が少ないことを加味しなければならない

〈こども〉令和７年度全国学力学習状況調査より

「将来の夢や目標を持つ児童」 （全国平均 -5％）
身近な目標が将来の目標につながることに気付かせる学習の必要性がある



「コミュニティ・スクール」が拓く学びの可能性25

27

「生きる力」の育成
・他者との協働体験
・目標達成への責任感
・地域への愛着と誇り
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